
インターネットモニター
「国土交通省の広報・広聴業務に関する調査」結果について

やるべきことはやっているが、、、

「国土交通省」の名前は見聞きする

どちらかといえば良いイメージが
あるが、良悪のイメージを
もつほどよく知らない

名前はよく聞くけれども何をやっているかよく知らない遠い存在名前はよく聞くけれども何をやっているかよく知らない遠い存在

古い価値観で仕事をしてそうだし、
身近な行政分野の割に

近寄りがたい

国土交通省の広報・広聴業務を見直す必要あり

･･･８割以上の国民が国土交通省を「よく見聞きす
る」又は「たまに見聞きする」と回答した。

･･･約５割の国民が国土交通省に対して「良くも悪く
もないイメージ」と回答したのに対し、「良いイメー
ジ」又は「どちらかといえば良いイメージ」と回答した
方は約３割、「悪いイメージ」又は「どちらかといえば
悪いイメージ」と回答した方は約１.５割だった。

･･･約４割の国民が国土交通省は「やるべきことは
やっている」と回答したのに対し、約２割の国民が
「やるべきことをやってない」と回答した。

･･･約５割の国民が国土交通省は「古い価値観で仕
事をしている」と回答したのに対し、「新しい価値観
で改革を行っている」と回答した方は約２割。
・・・約４割の方が国土交通省は「近寄りがたい」と
回答したのに対し、「親しみやすい」と回答した国民
は約１割だった。

・・・５割以上の国民が国土交通省の情報提供及び
国民の声の受入れ度合いは「不十分」又は「やや
不十分」と回答。

調査期間：平成１９年９月６日～９月２１日 対象者：１１９５名 回答者：１０１０名（回答率８４．５％）

※詳細は参考資料をご覧ください
※調査の全ての問及び回答については、http://www.mlit.go.jp/monitor/H19-kadai02.html に掲載しております
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